
東北大学「社会にインパクトある研究」 ～持続可能で心豊かな社会の創造～

世界を主導する医薬品開発と人をみつめた医薬品治療の実現

① 医薬品開発研究センターの設立：薬学研究科では、コラボスペース2室を含む医薬品開発研究センター
を設立し、東北大学化合物ライブラリーの管理・運用を推進するとともに、産学連携体制を構築した。東
北大学オープンイノベーション機構の特任教授一名が常駐し、産学連携の推進を図っている。（写真１）

② 産学連携：企業との共同研究によりにより新たなウイルス不活性化技術や、mRNA搭載可能な製剤を開
発した。

③ ベンチャー企業の立ち上げ：本センターの准教授はアルツハイマー病の低分子経口薬の開発を目指し
て、Neusignal Therapeutics株式会社を2022年9月に創業した（https://neusignal-tx.com/）。

関連ホームページ
http://www.pharm.tohoku.ac.jp/research_center/

令和４年度における活動実績・成果の概要

写真１ 医薬品開発研究センターに大野総長、
青木理事・副学長が訪問されました (2022年6月28日)

図２ 医薬品開発研究センターシンポジウムポスター
図３ 第5回「精密武装抗体の合成と機能評価」
シンポジウム ポスター

④ 創薬支援活動：東北大学化合物ライブラリー
約7,000化合物を提供するとともに、ヒット化
合物７件の構造展開を実施し、創薬支援を
推進している。

⑤ シンポジウムの開催：新たな部局間連携、
産学連携の推進のため、第6回医薬品開発
研究シンポジウム「先導する解析力」を8月に、
第7回シンポジウム「変性・損傷とその防御」
を3月に開催した（図２）。また医薬品開発研
究センターの教授が中心に星薬科大学、理
研との共催による第5回「精密武装抗体の合
成と機能評価」シンポジウムを12月にオンラ
イン開催した（図３）。
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